
◆指定難病として指定された疾病であって障害者総合支援法の対象とする疾病（案）

　指定難病検討委員会資料　検討疾病個表データより作成

　※疾病名は、今後の整理により変更する可能性があります。

　※他の施策体系が樹立している疾病を除く。

治療方法 長期の療養
客観的な

診断基準

1 特発性多中心性キャッスルマン病 未確立 必要 あり ○

2 A20ハプロ不全症 未確立 必要 あり ○ 遺伝性自己炎症疾患

3 関節型若年性特発性関節炎 未確立 必要 あり ○ 全身型若年性特発性関節炎

4 自己免疫性後天性凝固第Ⅴ/5因子(F5)欠乏症 未確立 必要 あり ○ 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症

5 ジュベール症候群関連疾患 未確立 必要 あり ○ 有馬症候群

6 先天性声門下狭窄症 未確立 必要 あり ○ 先天性気管狭窄症
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